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はじめに

　災害図 上訓 練 DlG の ノ ウハ ウが 生 まれ て 約 1 年半が 経

過 し、こ の 間、目指すべ き幾つ か の 方 向性 が鮮明 となっ て き

た。第一に、防災意識を rくすぐる 」 ため の r面 白い 亅 「楽

しい 」 防災訓練として、第二 に、個人の 対応まで を念頭 にお

い た地域密着型の 防災訓練 と して 、 そ して第三 に 、 防災 担当

職員の 研 修プ ロ グラム と し て も活 用可能な、ある程度高度な

防災訓練として で ある。また、不十分なが らもDIG マ ニ ュ

ア ル も刊行 され た。本報告に お い て は、昨年 （1997 年）の

地域安全学会以降の DIG に関する動きを紹介し 、 そ こ か ら

抽出 され る特徴 と今後の 縢 題に っ い て 述べ る こ と とす る。

1　 DIG につ い て

　DIG は、　DiSaster（災 害）．　1mfiginatiou（想 像 ）、Game
（ゲーム ）の 頭 文 宇を取 っ て 名付けられ た、誰に もで きる、

誰もが参加 で きる、簡易型 の災害 図上訓 練で あ る。一
言 で言

えぼ、r大きな地図をみ んなで 囲 んで 作戦会議 の 真似事をや

ろう亅 とい うもの で ある。

　DIG は 、 1997年 3月 に三 重県津市で行 われ た、災害救

援 ワークシ ョ ッ プ にお い て 小村が 提示 した、自衛隊 の 指 揮所

演習 の ア レ ン ジした プ レ イ ン ・ス トーミン グの ノ ウ ハ ウを出

発 点として い る。こ れに触発 された平野 （当時三重県消防防

災課）と三 重県内の 防災ボ ラ ン テ ィ ア ・グル ープの メ ンバ ー

が 、 ゲーム 感覚で行 うこ との で きる災害対策本部運営の イメ

ージ ・トレーニ ン グ へ と育て つ つ あ る もの で あ るi
（1）。

　 DIG が生 ま れて か ら 1 年 半余 りが経過 し、幾つ かの 掲所

で DIG を用い た ワーク シ ョ ッ プ が行 われる よ うにな っ た 。

地図を用い 、透明なシ
ートをか ぶせ て書き込 み を行い ながら、

プ レ イ ン ・ス トーミ ン グ ・ベ ー
ス で ワ

ーク シ ョ ッ プ を進 め る

とい う基 本 は変 わ らな い が、地 図 の 縮尺 の 設 定、ワーク シ ョ

ッ プ の 途中で 与 え る動的状況付 与 など を変え る こ とに より、

幾つ かの 方向性 が 見 える よ うleなっ た。

2 　過去 の ワ
ークシ s ップに見 るDIG の 方向性

過去 1 年半の 間に、筆者 が把握 して い るだけ で、約 20 回

ほ どの DIG を用い た ワーク シ ョ ッ プ が行わ れて い る。受 講
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対象、準 備 の 程 度、規模、想定 した災害等が異な り、単純な

比較は 困難で あるが、幾つ か特徴的なもの を抽出して考察を

加え るならば、以下の よ うに な る。

〔1 ） 「面白い 亅 「楽しい 亅 防災訓練 と して の DIG

　防災訓練活 性 化の た め の ee−一ワード と して 、
「面 白い 」

t楽 しい 」 とい うもの がある
li
。 従来型の 防災訓練 に対 して、

参加 者を 「くす ぐる」 こ とに よ り、参加 者 に 「面 自い 」 「楽

しい 」とい う感覚を持 っ て もらうこ とを企図 したもの で ある 。

理想的には、参加者をして 「リピータ
ー

亅す なわち防災にっ

い て よ り高い レ ベ ル で 関心 を持っ 者 とす る こ とが期待で き

る。こ の よ うなDIG の 例 とし て 、1998 年 8 月に 東京 で 行

われ た、「東京災害ポラ ン テ ィ アネッ トワ
ーク』 の ワ

ークシ

ョ ッ プが ある。

　a．基本的な設定

　 1997 年 8 月に東京都が 作成 した 『東京における直下地震

の 被害想定 に甚 つ く調査報告書』を踏まえ 、 企画 側で A4 ×

2 枚程度の被害想定を作成 した。これ に基づ い て、防災に 関

心 の あ る東京 在住 。在勤の ボ ラ ンテ ィ ア約 50 名 （
一部 に 日

本赤十字社お よび東京都社会福祉協議会職員を含む）を対象

に、直下型震災発生時の 初動対応につ い て の DIG を行 っ た。

国土 地理 院発行 の 2 万 5 千図を 張 り合 わ せ た 東京 都区部の

地図 を 3 セ ッ ト、葛飾区役所 発行 の 防災地図 （1万 図 ） を 1

セ ッ ト用 意 した。±曜 日 の 午後、事前の 座学 を含 めて 約 3 時

間 の ワークシ ョ ッ プで ある。

　 b．特筆すべ き事柄

　 テーブル ・リーダ
ーを 予め 指名 して お き、その 者の 居住地

（都外の 場合もある）か ら活 動拠点ま で を地図 に落と し込 み 、

活動拠点にた ど り着くまで の 陣害 とそ れ へ の 対処 方法をき

っ か けと して議論を展 開 させ た。今回 の 場 合、DIG につ い

て の 素人の テ
ーブル ・リーダ

ー
で あっ たが、具体的なきっ か

けが あっ たため、グル ープ 毎 に 自然に議黼に移 る こ とが 出来

た。
　 c．考察

　従来、防災ボ ラン テ ィ ア として 登録 ・活動 して い る者 で あ

っ て も、地 図 を前 に具 体的な活 動 を想定 して議論した経験 を

持っ 者は、現実には ほ とんどい ない。そ の ため、「東京災害

ボ ラ ン テ ィ ア ・ネ ッ トワ
ーク亅 は、そ の 前身 も含 め る と 2年

以 上 会合を続 けて きた が、議論 が 抽象論に終始 し、また それ

ゆ え に関 心 を失う者 も少 な か らずい た。こ れ に対 して 、DI

G は、具体性を持 っ た議論を進 める 上 で の 大きなきっ か けで

あ り 、 また 、 参加 者各自が 自己の ス タ ン ス か ら発言で き、 ま

た そ の よ うな発言が 求め られ るため 、お の ず と rお もろ さ」

を実体験する こ とがで きた。また 機会が あれ ば参加 した い と

い う意見も多く見る こ とがで き、企画 した側 としては、企画

意図を逮成するこ とが で きた よ うに 思われ る。
　 A4 × 2 枚程 度の 被害想定 を作成す る の に若 干 手 間 取 っ

たが、こ の 作業は、公 的機関 の 担当者の 通 常業務 レ ベ ル の も

の で あり 、 ボ ラン テ ィ アベ ー
ス で 開催する場合も、自治体等

へ の 協力 要 請 な どに よ り、十分対応可 能 で あ る と思 わ れ る。

（2 ｝地域密着型防災訓練 として の DIG

地城密着型防災訓練として の DIG の 例と して は、1998

年 3 月 に三 重県立看護大学地域交流研究セ ン ターの ス タッ

フ が中心とt　 り、三 重県紀儚長島町西長島地区の 住民を対象

と して行 っ た例 を紹介したい 。 同 セ ン ターは 、 従前か ら地域

医療研 究の フ ィ
ール ドとして 同 町 と関係があっ たが 、 高齢化

が 進 ん で い る地域における津波災害 へ の 住民対応を検肘す

べ く行 われ たの が今回の DIG で あっ た。
　a．基本的な設 定

　東南海地震 クラ ス の 地震が発生 し、発 災 20 分後に 8m 程

度の 津波が 襲来する との 設定の 下、あなた は何をしますか と

い う問い か けで DIG は ス タートした 。 町役場発行の 1 千図

を さ ら に拡 大 した地 図 を 5セ ッ ト用意 した。平 日の 夜行われ、
座学、津波被害に 関す る ビ デオ 上 映とワークシ n ッ ブで 3 時

間弱 ほ どの もの であっ た。参加 者 （ほ とんどが地元住民）は

予想を大 幅に越え 、 120 名ほ どで あっ た 。

　b，特筆すべ き事柄

　各グループに大学関係者がテ ーブル リーダーとし て つ き、
まず参加者に 自宅を書き込 ませ 、 っ い で想定 して い る避難場

所まで の 経路を書き込む とい う作業からDIG は始まっ た。
DIG に入 る際に 、

「ゆれがお さま っ た ら何を しますか ？1

などの 問い か けを、KJ 法を用 い て 付箋紙 に書き出す と い う

作業も併せ て 行 っ た。
　c，考察

　 人数が予 想を越えて 多か っ た （当初は 各グル ープ 12 名程

度を想定 して い た ）ため、個々 人の 避雌行動につ い て 検討を

行 う とい う当初目的 は難 し くなっ たが、津波の 高 さ以下 の 部

分を塗 りっ ぷ させ て み る こ とに よ り、災害対策の 拠点となる

べ き 物資倉庫、避 難路、公 共施設 等の 安全性 に対する疑問が、
特に リードする こ となく、参加住民 の間か ら出て きた。 地図

が 持っ 被害状況等 の 可視化 の 効果を改め て確認する こ とが

で きた よ うに思われる。 視覚 に訴え る形で の 地図へ の 書き込

み 方 に工 夫が 求め られ る。

（3 ） 防災担当職員研 修プ ロ グラ ム と して の DIG

　防災担当職員研修プ ロ グラム の 例として は、本論考執笹段

階で は 準備の 最終段階で ある が 、
　1998 年 10 月に行 われる予

定の 、郵政省基幹通信課が企画 して い る非常通信 リーダー研

修 の プ ロ グラ ム を紹介 し たい。なお、本節は 、DIG を企画

す る側か らの みみ たもの で あ り、参加者の 反 響等を踏まえた

もの で は な い こ と を、念 の ため 申 し添えておく。
　a ．基本的な設 定

　 1998 年 10月 に 行 われ る 非常通信協議会宿泊研 修 （3 拍 4

目）の
一

環 と して、風 水害 に対 す る 自治 体 の 対応 を想 定 した

DIG を準備中で ある。H 県下A 市 （人口 約 7 万 5 千人）の

地域防災計画 （風水害編）を踏まえ、市災害対策本部の 中枢

メン バー
で あるとの 想定の 下、初動期 の 対応 につ い て検討を

行 うもの で あ る 。 なお 、出席者 は 30 名前後が 予 定 され て お

り、4 グル
ープに 分 かれ て の 対応を 考え て い る。ま た ワ

ー
ク

シ ョ ッ プの 時間は 2 時閻前後とし、各 テーブル 毎の 報告時間

枠を別途 1時 間設け る予 定 で ある。

　 b．特筆すべ き事柄

　大別する と2 つ ある。第一に、今圓 の DIG は、寡門の 防

災職員 を対象 とする 初め て の 試み で あるとい うこ と 、 第二 に 、

単なる受講者 として DIG を経験 して もらうの では なく、今
後 DIG の 指 導者 とな っ て も ら うこ とを企 図 して の もの 、す

なわちT 　T　T　（rbach　The ［rbadher）の プ ロ グ ラム で あ る とい
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うこ とで あ る 。 そ の ため》 前者 に 関 して は、各人 の 役 割 を明

確 に付与する とと もに、事前に ある程度の 情報を与えて お・く

Fと とレた 。 また後者に 関して は、企画 側 の 留意点を共有す

べ く
，
　 r楽屋話」ξす る時 間を別途 ！時聞設ける こ と と した。

c．考察．
　本鯔考執筆段階で は 当該DIG は準備中で あり、麦講者の

反応を見て の 考察は で きな い が、今回 の 専門職員対象の DI
GIg際 し傘画側は、概ね 5回 ほ どの 全 体会議 （1 回 2 恒 3 時

間），を持ち、 うち 2 〜 3 回は、奚際 に 地 図 を前 に議論を行 う

こ
…とで 企画を詰 めて い る 。 担 当は 3名、うち主に作業 を行 う

者 が 1冬で ある。マ ン ア ワーを考える と、経験者の 指導の ガ

イダン ス が あれ ば、現地調査を含めて も概ね 100 人 ・時間以

内で、こρ種 の企画 は 可能に なるもの と思われ る。

　 （4 ） DlG マ ニ ュ ア ル に つ い て、

　D ．IG マ
ニ ュ ア ル は、直接的には 、 1998 年 6 月に 開催 さ

れた第 ユ 5回 市民 防 災研峰会 の 研 修資料とすべ く、 本輪考の

執筆者が 中心 となっ て作成 した もの で ある。A5 版簡易製本

で 36頁 の も の で ある。可能な限り具体的な詑述 を取 り入 れ、
こ の マ ニ ュ アル を 読んだ だけで も、ある程度DIG の企 画 ・

運営が可能 になる よ う心 が け た。 また体裁に つ いて は、項 目

とそ の 覗明が見開きとなる よ う工夫 した。（資料 1参照）

　作成 側 の 趣 旨は、  DIG は融通無碍で あ り、一定の 枠 こ

そあれ進め方は ケー
ス ・パ イ ・ケース で ある 、   初学者は ま

ずマ ニ a ア ル 通 り
1
に実行する こ とを勧め るが、何回 か ワーク

シ ョ ッ プ を繰 り返せ ば、自ずと改善すべ き点が理 解され るも

の と思 われ る 、   そ の 際 には、作成者 へ の フ ィ
ードバ ッ ク を

期待 し て い る 、 とい うもの で ある。

3　 悶題 点 と課題

　こ の よ うなD ；G を含む ワ
ーク シ ョ ッ プ を繰 り返す中で、

従来の 日本の 防災教育・防災訓練に 関して s 鋤 っ か の 問題 点

と課題が明らか にな っ て きた 。 以下、これ らの 問題点を簡単

に整 理 し、 それ らへ の 対処とい う観点か ら見 たDIG の 可能

性 と限界に つ い て考察してみるこ とにする。

（1）防災教育の ツー
ル と して の DIG

　第
一

に、統 計的 な裏付 けが あ る もの で は ない が、防災闃係

者や 防災に関心 の あ る者に して も、総 じて 地図 の使 い 方 へ の

習熟度が低い こ とが指摘され よ う。 DIG は地図との 「対話亅

を躑っ てい るが、地図との 対話に よ る惰報整理 の 可能性につ

い て は、未だ 十分 に認識 されて い ない ように思われ る 。 関係

機 闃に よ っ て 様 々 なハ ザードマ ッ プが 作成 され てい る が 、 あ

る程度以上 の 大きさを持 っ 地図 （概 ね 2rn 四 方 以 上｝ に r塗
り絵 j として 替き込 ませ る こ とだ けで も、 防災教育に つ い て

大 きな効果が ある もの と思われ る。

　第二 に、ワークシ ョ ヅ プの 重 要性 で あ る。 座 学とは 異な り、
ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 企 面 ・運営に は か な りの 時問や労 力 s あ る

種の ノ ウハ ウも必 要となろ う。 しか し、災害 へ の脆 弱性 や 防

災力の 所 在 とい っ た もの を．一般市民も含め て 「気 づ く」 効

果 とい う面を考え る と、ワーク
’
シ e ッ プに 軍 配 が上 が ろ う。

DIG の ノ ウハ ウは ワ
ーク シ ョ ッ プ運営 の ノ ウハ ウで もあ

る。今後
一
層の 普及を考えたい 。

　　（・2 ）防災訓纏の ツ▽ ル と して の DlG

　同様 に 、 防災訓練 の ツ
ー

ル として DIG をとらえた時 には、
以下 の問 題 点が 浮 き彫 りにな っ て くる。

　第
一

に、災害救援 活 動 に お け る r標準作業 手 順（SOP9 ：

Standard　Operationa】　Procedure8｝」 の な さに 起因 す る、訓

練効率の 悪さが指摘 されよ・う。標準作業手順 とは、特 定 の 役

割 を持っ 者の 特定の 沃 動 に 関す る 、 具 体的か っ 現実的で標 準

的な作 業 手 順 の こ とで ある。特 に優先順位が 明確になっ て い

る 点に 留意する必 要 が あ る 。 残 念 な が ら日本の 防災計画 は 、

防災計画言標準作業手順とは なっ て い ない。本来訓練は、特

定の状況 と （標準作業手順を含む）
・
行動計画 とを前提 と し て、

それへ の 習熟や 、 計画の 妥当性や実行可能性の 検証 を 目的と

して行 われ る こ とが 望ま しい
。 しか し、

こ の よ うな状況 に な

い ため、DIG は 、 参加者 に r気づ き亅 を与え る レ ベ ル で と

どま らざるを得ない とい う問題 点が ある。第 2 章第 3 節で 述
べ た防災担 当職員研修 プ ロ グラム がさらに発 展 し、担当者

一

人
一
人 の 標準作業手順ま で を想定 した DIG を行 うこ とが

で き るか否か は、今後の 大 きな線題 で あ る 。

　第二 に、コ ス ト・パ フ ォ
ーマ ン ス の 問題が ある 。

DlG は
rス タッ フ 3 人、打ち合わせ 1 回、買出 し 1回 で 十分対応 で

きる」 （『DIG マ ニ ュ ア ル 』）1 レ ベ ル の もの で あ り、専門職

員を対象にする前述 の 事例におい て も、数名の 担当者が本務
の 合間に対応で きる レベ ル の 仕事量で あ る。DIG の 訓練効

果 に つ い て の 指標 は現 時点では ない が 、 これは 、 多 くの イベ

ン ト化 した防災 訓練 （実働訓練）に 比 ぺ て、大 変 コ ス ト・パ
フ t 一

マ ン ス の 高い もの と言 うこ とは 可能で あ ろ う。
　第三 に、 すで に多 くの 論者に よっ て 指摘され て い る こ とで

は あ るが 、 従来の 防災訓練は 、 関係機関が整然と動くこ とを

示 す こ と に焦点を当て た r展 示 」訓練で あ り、計画 の 妥当性
’

や実行可能性を検証する もの では なか っ た こ とが、改 めて 理

解され る。なるほ ど、今まで の DIG は、そ の 多くが ボ ラ ン

テ ィ ア ・べ 一
ス で 企画されたもの で あり、また結論を出す こ

と よ り も参加者間 で 議論 を戦 わ せ る こ とを重視 した こ とも

あ っ て、発言に 対 して 責任を問われる もの で は なく、また そ

れゆえに
一

定の 成果 を収め て きた とい う側 面は否定 し難 い。
とは い え 、 将来的に は、DIG を介在させ る こ とに よ D、計

画 立案とそ の 検証 との 間に、真 の 意味で の フ ィ
ードバ ッ ク 関

係 の 樹立が 鏨 まれ よ う。

（3 ）DIG の 可能性 と限界

　 DIG は未だ開発途上の ノ ウハ ウで は ある が、大きな可 能

性 は 穆 めて い る も の と期待 して い る e 前述 の 問題点 との 関連

で は、ま ず地 図 の 使 い 方は、DIG の 中で 自ず と理解 され て

い くで あ ろ うし、ま た DIG 自体 が ワ
ーク シ ョ ッ プで あ る こ

とか ら、DIG が 普及 して い くの で あれ ば、防災教育ツール

と して大き な貢献が 可能 で あろ う。 ま た 、 防災訓練 ツール と

して もか な りコ ス ト・パ フ ォ
ーマ ン ス の よ い もの で あ ろ う。

しか し、標準作業手 順の 作成そ の もの や、DIG の 中で 指摘

され た 問題点 を各種防災計画に どの よ うに 反映させ て い く

か は 、DIG の 問題点とい うよ りも、ロ本の 防災がか か え る

問題 点そ の もの と言 うべ きで あ ろ う。
　 DIG 自体に も踝題は 多い 。第

一
に、DIG は訓 練 ・教育

効果 を測 る手段 を持 っ てお らず、第二 に、DIG が 専門職員
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を対象 と した 教育 ・訓練 ノ ウハ ウと し て 、実用に 耐え る もの

なの か どうか は 寞証 され て い ない 。 そ して 何 よ り も、こ の ノ

ウハ ウ自体が知 られて い ない とい うこ とがある 。

　ともあれ、筆者は 、 今後もこ の ノ ウハ ウの 開発 と普及に従

事 して い きた い と考 えてい る。

お わ りに

　以 上、昨年の 地域安全学会以降の DIG を め ぐる様 々 な動

きに っ い て 考察 を加 え て きた。未だ不 充分なノ ウハ ウで は あ

るが、少 しずつ 着実に進展 して い っ て い る こ とは ご理 解い た

だけたもの と思 う。

　幾つ か の 場所で 、 DIG の 名を聞くようにな っ た こ とは、
こ の ノ ウハ ウの 開発 に携わ っ た者 と して 嬉 しく思っ て い る。
こ の ノ ウハ ウを、さらに わ か りやす く提 示 し 、 さ らに普及を

図る こ とに よ っ て、さ さやか で は あ ろ うと も、日本社会の 防

災力の 底上 げに貢献で きるの で あれぽ 、 望 外 の 喜び で ある。
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